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高宮　光敏

我々ＪＡＹＣＥＥが、明日の東北を切り拓く

～強く逞しい「自立できる東北」の創造に向けて～

これまでの日本を振り返って見ると、激しく揺れ動く時代の影には、いつも“若者”の存在があった。時代が変革するとき、常に時代の立役者となったのは、当時の“若者”である。そして現在、その“若者”になり得るのは、我々ＪＡＹＣＥＥ以外に他にいない。今こそ我々ＪＡＹＣＥＥが明日の東北を切り拓くため、己の力を信じ、確かな見識と揺るぎない信念を持って力強く前に踏み出す時である。

はじめに

　現代日本は、４人に１人が高齢者という少産少子化・超高齢社会へ拍車が掛かり、都市部以外の急激な過疎化が進行し、加えて２００８年９月に起きたリーマンショックの影響による経済不況から未だ抜けきれず、これらの原因によって生じた格差社会、また政治的観点で観れば、領土・領海問題、エネルギー問題、食糧自給率問題、国・地方自治体の財政危機、社会保障問題、などの幾多の問題を抱えている。連日報道されるニュースでは、無縁社会、ネットカフェ難民、年越し派遣村という新造語が飛び交う一方で、家庭内暴力、幼児虐待、企業不祥事、などの信じ難い事件が跡を絶たない。人々が抱えている社会に対する不満やストレス、将来が見えない不安などが、これらの事件を惹き起こす原因となっている事は否めない。日本崩壊の危機と言っても過言ではない現代社会と我々ＪＡＹＣＥＥはどのように向き合うべきだろうか。利己主義、刹那主義、拝金主義的な考え方を持つ人々の心の中に、日本の伝統的価値観である相互扶助の思いやりの精神と目に見えない物に襟をただす心を呼び起こす為にどうすればいいのか。地域再生への糸口を見つけ、どのように繁栄の礎を築けばいいのか。これらが、時代の立役者となり得る我々ＪＡＹＣＥＥに課せられた使命である。今こそ、未来を担う子どもたちの為、愛する家族や地域の為、愛する東北の未来の為、己の力を信じ、確かな見識と揺るぎない信念を持って力強く前に踏み出す時である。

１９７１年（昭和４６年）５月、小さな製造業を営む両親の下、私はこの世に生を受けた。３人兄弟の末っ子にして長男という事から、皆に必要以上に可愛がられ、甘やかされて育ち、何不自由なく幼児期を過ごした。そんな生い立ちの中で育った私は、物心付いた頃は、勝手極まりない我がままで、他人の心の中など解ろうとしない、傍若無人な人間であったと思う。１３歳の夏、ロサンゼルスオリンピックで脚を負傷しながらも、

金メダルに輝いた柔道・山下泰裕選手をテレビで観た時、今まで感じた事の無い強い衝撃を覚え、それからは全精力を柔道に注いだ。いつしかオリンピックで金メダルを獲る事を夢見るようになり、必ず実現できると信じ、その後も柔道に明け暮れた毎日を過ごす。自分の描いた夢と現実とのギャップに幾度と無く挫折感を感じながらも、何とか大学を卒業するまで柔道を続けた。しかし結果的には、夢を実現する事は出来ず、それどころか自分自身の心の中で不完全燃焼感だけが残り、嫌な後味だけを残したまま、柔道から離れてしまった。心の何処かにコンプレックスを抱えたまま、自分に対して何か物足りなさを感じながら、自分へのもどかしさをどのように解消すればいいのか、そんな自問を繰り返していた頃、私は青年会議所と出会った。明るく豊かな社会の実現を目指し、青臭いまでの情熱と行動力を持った青年達が、額に汗をかき、時には自分を犠牲にしてまでも必死に活動している姿を目の当たりにした時、柔道にのめり込んだ時に感じた匂いを、この青年会議所でも感じた。

東北人としてのアイデンティティ

　今からおよそ１２００年前、東北には古代国家とも言える「日高見の国」（現在の岩手県胆江地域）が存在した。各部族が横の繋がりを持ちながら連合体のような形で社会を構成し、平和に暮らすことができる洗練された文化が東北に存在したのである。その頃の日本は、大和朝廷が強引に推し進める国家支配の嵐が吹き荒れた暗黒の時代。当然その刃も「日高見の国」に向けられた。こんな一触即発した状況の中で、勇敢に立ち上がった人物がいる。その名はアテルイ。延暦８（７８９）年、突如５万余人の大和朝廷軍が日高見の国に押寄せた。それに対し、アテルイ率いる日高見軍は、５万余人の大軍を物ともせずに応戦し、その戦いに勝利した。それから１３年間に渡り、陽動作戦などで戦い続けたが、遂に力尽き、延暦２１（８０２）年、大和朝廷征夷大将軍であった坂上田村麻呂の下に降服し、河内国椙山（現在の大阪府枚方市）にてアテルイは処刑された。アテルイの死後、百数十年の歳月を経て、北上流域に栄華を誇った安部氏隆盛にも、アテルイの意思が脈々と受け継がれていったのである。如何なる勢力にも屈せず勇敢に戦ったアテルイを偲び、現在、京都清水寺に顕彰碑が建てられている。

　この史実が世に浮上する５０年ほど前まで、東北文化の基底部に存在する蝦夷文化というものは、荒々しく洗練していない、当時日本の中心部に栄えた弥生文化に一段劣る文化と学者に評されていた。しかし、それは間違いであった。つまり、都から遅れて東北に文化が流れたのでは無く、東北には元来、東北独自の洗練された文化が存在していたという事が証明されたのである。現在に於いても、東北と言えば何か辺境の代名詞のような場所で、鄙びた田舎とイメージする人がいるかも知れないが、そんなことは決して無い。古き良き日本の風景と、その中で育み、先人から受け継がれてきた互敬の精神が、今も尚しっかり人々の中で根付く地域、日本の原型が存在する場所、それが東北である。東北が東北らしくあるために、東北人が東北人らしく生きるために、我々は東北人としてのアイデンティティを決して無くしてはならない。同時に混沌とした現代日本において、我々東北人の力が必要とされているという事も認識すべきである。

原点回帰　～新たな一歩を踏み出すために～

　戦後間もない時期、戦争による焼け野原が全国各地に残っていた頃、当時の人々は

先の敗戦から、失意のどん底の中でもがき苦しみ、明日の生活でさえままならない、そんな時代に「この国を再生しなくてはならない。人々が夢や希望を描くことが出来る

日本にしなくてはならない」そんな高い志を持った若者が集い、運動を興した・・・

これが我が国日本におけるＪＣ運動の灯火がついた最初の一歩である。それから約６０年、時代の変遷と共に、ＪＣもまた時代に沿うような形で少しずつ変革を遂げ、今日に至るが、地域経済が疲弊し人々が元気を無くしつつある今だからこそ、我々現役メンバーは、再度その原点に立ち返り、人々に勇気と希望を与え、地域再生の礎を築かなくてはならない。

ＪＣ運動の本来の意義は、明るい豊かな社会を築く事である。地域社会をより良い地域に発展させる為に運動する公益の為の運動である。これは、昔も、今も、そしてこれからも変わる事は無い。昨今、公益法人制度改革により、我々ＪＣにも更なる公益性を求められ、浮き足立つメンバーもいるかも知れないが、動揺する必要はないと思う。これを機に、改めてＪＣ運動の原点に立ち返り、何の為の運動なのかを説いていくことで、ＪＣ運動の意義を再認識すると同時に、明日の東北を切り拓くヒントを得られる筈である。

現実を直視しながら、地域活性化を図る

　我々の愛する東北は、広大な国土を有しており、総面積（約６万７０００キロ平方メートル）は全国の約１８％を占める割合に値し、南北に並走する急峻な山脈・山地、四季折々に彩られる美しい豊かな自然、また祭りや雪国独自の文化資源が数多く点在している類まれな地域である。しかし昨今の目まぐるしい社会変動の中で、懸念するところが顕在化しているのも周知の事実である。少子高齢化においては、東北は全国平均を大きく上回っており、また加えて都市部以外での人口流出による急激な過疎化が進行し、地域の活力低下に直面している。経済環境は、未曾有の不況と言われる中で、あらゆる産業が衰退の一途を辿り、企業の倒産は増加傾向にあり、失業率もまた、年々増加している。このような社会情勢の中で、東北に住む人々は今何を思い、何を感じながら生活をしているのだろうか。

地域における活力の源は、そこに住み暮らす“人”である。我々ＪＡＹＣＥＥは、これらの現実を直視しながら、地域住民が誇りと自信を取り戻すために、社会関係資本を活用した、それぞれの地域に存在する特有の付加価値を創出しなければならない。同時に、市民参画社会の実現を見据え、ソーシャルデザインを実践し、住民が地域の風土・文化を守りつつも、発展性のある地域の未来像を描きながら主体的に社会参画する意識を醸成しなければならない。それが必ずや、地域活性化に繋がるものと確信する。

東北再生の鍵　～個の自立、そして地域主権へ～

　地域主権という言葉が日本各地で謳われ大分久しくなるが、東北地方におけるそれぞれの地域で、果たしてどれだけ確立できているのだろうか。地域主権の思想とは、地方自治尊重の政治原理を確立し、各地方の政治は、地方住民が選んだ議員・首長や地方政治機関を通して行うべきとする考え方である。一つの権力、一つの政府、一つの法律に基づいて政治が行われ、国家の最高意志はあくまでも中央に委ねるべきであるという前提に立ちつつ、そのような最高意志は地方の利益を基礎に形成されるべきであるという概念を地域住民が持ち、具体的には、国に集中している権限や財源を地方自治体（市町村や県）に移し、住民に身近な地方自治体が自らの選択と責任で物事を決定し、地域の特色を活かした地域づくりを進めることを意味する。地方に住む私にとって、この”地域主権”という言葉は一瞬、心地よく聞こえる。しかし、そこには”責任”というものが付随することを改めて理解しなくてはならない。

　私にも経験があるが、反抗期を迎えた子どもが、社会のルールをしっかり把握していない状態で、独り立ちできていない自分の弱さを隠しながら、存在感を示すために、自己主張だけを唱える。自分は大人だと主張するが、そこには何一つ根拠は無い。当然、家族や周りからは、心配されるだけで、大人とは認めて貰えない。

　もし、今の地方が反抗期を迎えた子どもに過ぎなかったら、地域主権は成り立たない。地方に住む我々大人が、「自分のまちは自分でつくる」という意識を昇華させ、個々の自立によって形成される”受け皿”を持ち、それが地域の自立に繋がり、そこではじめて地域主権が確立できるのである。東北再生の鍵は、地域主権の確立である。我々ＪＡＹＣＥＥは、地域主権の在り方を、それぞれの地域で醸成させ、地域再生の礎を構築しなければならない。

人材育成　～ＪＣの更なる飛躍に向けて～

　青年会議所は１９５１年の設立以来、明るい豊かな社会の構築を掲げ、地域に根差した運動を展開しながら約６０年間紡いできた。長年に渡って紡ぐことができたのは、ＪＣ運動の源である会員が、青年会議所を自らの修練と互いの切磋琢磨を積み重ねることで成長を果たせる“学び舎”として位置付け、常に志高い同士を多く募り育ててきたからである。

　地区内７７ＬＯＭがそれぞれの地域において訴求力のある運動を展開し、向こう60年を見据え、今後更なる発展を遂げながら紡いでいくためには、人材育成が必要不可欠である。そんな中で、人材育成は火急の課題であると我々は認識しなければならない。

　当協議会において、東北各地に点在する多種多様な素晴らしい伝統文化、そこから育んできた精神性や思想を熟知した上で、未来を見据え、東北のあるべき姿を明確に描きながら果敢に挑戦することが出来るＪＡＹＣＥＥを育成することが必要であると考える。そんな、先見の明と確固たる己を確立しながら革新を続けることのできるＪＡＹＣＥＥを育成することが、東北地区７７ＬＯＭの更なる発展に繋がるものと確信する。

地域社会の負託に応え得る組織の確立　～安全・安心な社会構築に向けて～

２００８年６月１４日に発生した岩手・宮城内陸地震。最大震度６強を観測し岩手・宮城両県を中心に東北各地に甚大な被害を及ぼした。このような災害は、いつどこで起こるかも予測できず、昨今の異常気象等大幅な地球環境の変化によって日本各地でさまざまな被害を及ぼしている。このような災害が発生した際に、迅速に被災状況を把握し、より有効な支援を行う為に組織されたＴＡＤＳネット。このＴＡＤＳネットは年々進化し、各ブロック協議会で各ＬＯＭ、また行政との間で災害支援協力の締結を行っている。

このような横の繋がりというのは非常に重要であり、被災地では直接出来ないことを被災地の隣の地域が情報を吸い上げ、発信することで必要な支援を行うことができるのである。東北地区内７７ＬＯＭのネットワークというものは、他の組織に比べ強固なネットワークであり、組織全体で迅速で的確な災害対策に取り組めるように、このＴＡＤＳネットを各ブロック協議会の協力のもと各地域に浸透させ、より安全・安心な社会構築の為に、実効性の高いシステムとして進化させることが必要である。そうすることでＪＣが社会の負託に応え得る組織となり、さらにより地域から求められる組織になると確信する。
東北地区協議会の担い

　東北地区協議会に課せられた責務とは、地区内に存在する７７ＬＯＭがそれぞれの地域で、訴求力あるＪＣ運動を展開し、更なる発展を遂げる為に、人材育成を含め様々な観点から的確なバックアップを行う事である。また、日本ＪＣの方針、協働運動等を各ブロック協議会を通して、各ＬＯＭに伝達すると同時に、各ＬＯＭが抱く、疑問や意見等を集約し、東北地区協議会の意見として、日本ＪＣへ具申する事である。その為にも、７７各ＬＯＭの状況を常に把握することができる６ブロック協議会との連絡調整機関としての機能を強化したい。更には、東北は一つという理念の下、４０００名のメンバーが、ＬＯＭの垣根を越え、互いに結束し合い、東北人としての誇りとアイデンティティを持ちながら、強く逞しい「自立できる東北」の創造に向けて、常に意識を共有できる機会を創出したい。

結びに

　揺れ動く社会環境の中で、ＪＣ運動と仕事を両立させる為、懸命に頑張っていることと存じます。もしかしたら「ＪＣどころじゃない」と思っている方もいるかも知れません。でもここで、今の苦難を乗り切った時の“自分”を想像して下さい。人間は試練（苦難）を乗り越えて初めて成長できる生き物です。立ち向かう試練が大きければ大きいほど、それを超えた時、必ず見合う物が自分に還ってきます。今を越えた時、きっと、一回りも二回りも大きく成長した自分に気付く筈です。人は困難な状況に追い込まれると「自分だけ何でこんなに苦労しなければいけないのか」と物事を卑屈に考えてしまう時があります。でもそんな時こそ、自分自身と真摯に向き合って下さい。挫けそうになる弱い自分自身に負けないで下さい。そんな姿が、周囲の人々に勇気を与えるという事を忘れないで下さい。

　私たちが日々行っているＪＣ運動は、本来地域社会に無くてはならない運動であります。逆に言えば、地域社会発展の為のＪＣ運動でなければなりません。そこには、人、

風土、土地柄、伝統、文化と様々なものが存在します。それらを全て加味した上で、明るい豊かな社会に導く事こそがＪＣ運動なのです。このような壮大な試みを持って

運動する団体はＪＣ以外に存在しません。だからこそ今、止める訳にはいかないのです。

私たちは、東北に生まれ、育てられ、恩恵を受けて“今”を生かされています。そんな私たちの母胎とも言える東北を私たちが支えなくて、誰が支えるのでしょうか。私たち以外にいません。私たちにならできる筈です。今、共に一歩を踏み出しましょう。強く逞しい「自立できる東北」実現の為に、次代を担う子どもたちの為に、そして、自分自身の為に。

たった一人の行動が

人々に共感を与え

それが、やがて大きなうねりとなり

いつしか、地域再生の礎となる

